
まえがき＝ 1990 年代後半の東アジア諸国の経済発展や
アメリカの好景気持続により，世界的に海上荷動き量が
増加し，特にコンテナ貨物が急増してきた。それにとも
ない，コンテナ船は大型化し，1994 年まではパナマック
ス型（パナマ臼 級の板厚 50 mm 以
上が使用される

3）。また，更に高強度の YP







壊発生特性を有していることが確認できた（表 8）。
　このような試験結果をふまえて，YP355 及び YP390 
MPa 級鋼板については，これまでに大量に使用された実
績を有するが，超大入熱 1パス SEGARC溶接の適用によ
り従来の多パスCO2溶接に比べて，溶接時間が1/10程度


